
　

皆
さ
ん
は
、
当
館
の
展
示
を
ご

覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ

う
か
。

　

展
示
室
は
、
大
き
く
３
つ
の
部

屋
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
第
一
室

は
市
の
通
史
展
示
「
人
と
モ
ノ
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」、第
二
室
の
テ
ー

マ
は
「
町
」
で
す
。「
町
」
で
は

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

「
真
壁
の
町
並
み
」
や
、そ
の
ル
ー

ツ
で
あ
る
真
壁
城
跡
、
そ
し
て
真

歴
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史
資
料
館
だ
よ
り

史
資
料
館
だ
よ
り

歴
史
資
料
館
の
展
示
に
つ
い
て

壁
伝
承
館
建
設
時
に
発
掘
調
査
さ

れ
た
真
壁
陣
屋
跡
な
ど
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
指
定
文
化

財
「
猪
絵
旗
指
物
」（
写
真
上
）

の
複
製
品
の
展
示
も
行
っ
て
い
ま

す
。第
三
室
は
企
画
展
示
室
で
す
。

　

冬
に
は
企
画
展
示
「
マ
ッ
プ
を

つ
く
ろ
う
！
真
壁
城
の
縄
張
り
と

庭
園
展
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

真
壁
城
の
発
掘
と
復
元
の
展
示
を

見
な
が
ら
、
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
マ
ッ
プ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

期
間
や
詳
細
は
本
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
開
館
時
間
な
ど
に
変
更
が
あ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
来
館
の
際

に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
事
前

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

真壁家伝来の「猪絵旗指物」（縦146cmx 幅180cm）

　

今
年
度
の
真
壁
城
跡
発
掘
調
査

が
６
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
近

年
は
、
継
続
し
て
戦
国
時
代
の
庭

園
跡
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

庭
園
跡
で
は
過
去
に
池
や
茶

室
、
舞
台
と
考
え
ら
れ
る
建
物
の

跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
調
査
で
は
、
園
路
や

井
戸
、
そ
し
て
地
面
の
土
壌
改
良

の
痕
跡
や
雨
水
の
排
水
用
の
石
敷

き
（
写
真
下
）
な
ど
が
、
新
た
に

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
の
様
子
は
見
学
で
き
ま

す
。
現
地
で
直
接
、
職
員
に
声
を

お
か
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
調
査

成
果
は
現
地
説
明
会
を
開
催
し

て
、
公
開
し
ま
す
。

　

説
明
会
は
例
年
12
月
に
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
本
紙
面
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で

す
。 進

む
発
掘
調
査

国
指
定
史
跡 

真
壁
城
跡

底面が揃えられた石敷き

来
館
時
の
注
意

企
画
展
示
の
予
定

■
場
所
／
桜
川
市
真
壁
町
真
壁
１

９
８

■
開
館
時
間
／
９
時
～
16
時
30
分

■
休
館
日
／
月
曜
日
（
月
曜
が
祝

日
の
場
合
は
翌
日
）、
12
月
29
日

～
１
月
３
日

真
壁
伝
承
館

歴
史
資
料
館

■
場
所
／
桜
川
市
真
壁
町
古
城

（
真
壁
体
育
館
東
側
）

■
駐
車
場
／
真
壁
体
育
館
駐
車
場

真
壁
城
跡
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